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企画展「泉南市は世界的なタコ壺のまち展」 

を開催します 

 

泉南市教育委員会では、下記のとおり企画展示を開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

■内容 泉南市教育委員会では、阪南大学和泉研究室（国際観光学部 和泉大樹［いずみだいき］ 

准教授）と連携し、「せんなんタコ壺プロジェクト」を実施しています。 

これは「泉南市は世界的なタコ壺のまちであり、やらこて（やわらかくて）うまいタコが獲れるまち」で

あることを地域資源として捉え、「まちの魅力」として市内外に発信する取組です。 

 今回の展示では、その活動の過程と成果を紹介するだけでなく、今後のプロジェクトの方向性につ

いて多くの人々と考え、今後の活動主体となるコミュニティづくりをめざします。 

■展示品（予定）・弥生時代から現代までのマダコ壺 20点 

  ・ワークショップの記録（模造紙、ニュースレターなど） 

■主 催  泉南市教育委員会 

■協 力  岡田浦漁業協同組合、きしわだ自然資料館、（公財）大阪府文化財センター、（地独）大

阪府立環境農林水産総合研究所、阪南市教育委員会 

■開催期間 平成 28年 2月 13 日～平成 28年 4月 9日 

■会 場  泉南市埋蔵文化財センター 

〒５９０-０５05泉南市信達大苗代３７４-４ 

■休館日 第 1・3 土曜日、日曜日、祝日 

＊その他臨時開館日があります。詳しくは要問合せ。 

■開館時間 ９：３０～１６：３０ 

■入館料  無料 

本件連絡先 泉南市埋蔵文化財センター  

  TEL:072-483-6789 担当：河田 

メールアドレス:maibun@city.sennan.lg.jp 



泉南市は世界的な
タコ壺の

まち展

泉南市は「世界的なタコ壺のまち」であり
おいしいタコの獲れるまちであることを
知ってもらうために始めた「せんなんタコ壺プロジェクト」
泉南市が魅力あるまちだと感じてもらうための取組みです
みなさんもご一緒にいかがですか？

　講座①　「せんなんタコ壺プロジェクトの可能性
	 	 	 －観光まちづくりの視点から」
	 2 月 27 日（土）午後 1時半から午後 3時【要申込み】
	 和泉大樹さん（阪南大学国際観光学部准教授）

そもそもこのプロジェクトは、阪南大学和泉研究室の学生が考えた

アイデア。プロジェクトの内容評価と、今後の方向性について。

　講座②　「泉南のタコの話－やらこてうまい理由」
	 3 月 12 日（土）午後 1時半から午後 3時【要申込み】
	 鍋島靖信さん（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所
　                                                （水産技術センター） 研究員

	 泉南沖で生息するマダコの生態についての生態につ

	 いて「オモシロおかしく」紹介。

	 	 	 ＊講座の申し込みは、メールか電話で、

	 	 	 　氏名と電話番号、希望する講座名を明記の上
	 	 	 　埋蔵文化財センターまで

　ワークショップ①「タコたっぷりです！チリメンモンスター」
	 3月 26日（土）午後 1時半から午後 3時【要申込み】

きしわだ自然資料館の名物プログラム。今回は特別に、いつもよりタ

コのたくさんはいったチリメンジャコをご用意していただけました。

　ワークショップ②「タコあそび」
	 3月 28日（月）午後 1時半から午後 3時【要申込み】

タコの折紙やタコ作りなど、タコをテーマにしたおもちゃ作り。プロ

ジェクトメンバーが考えた簡単「タコあそび」ですごす 90分です。

＊ワークショップの申込み方法は、
　メールかファックスで、
　氏名（ふりがな）・性別・年齢・
　電話番号・住所・希望するプログ
　ラム名を明記の上、埋蔵文化財センターまで

ファックス：072-483-7089
メール：maibun@city.sennan.lg.jp

【主催】泉南市教育委員会【協力】岡田浦漁業協同組合、きしわだ自然資料館、（公財）大阪府文化財センター、（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所、阪南市教育委員会

講座で
　　知ろう

体験して
　　　知ろう

会場：泉南市埋蔵文化財センター
590-0505 大阪府泉南市信達大苗代 374-4

電話 072-483-6789
休館日：土・日曜日、祝日（臨時開館日を除く）
開館時間：午前9時半～午後4時半（入館無料）平成28年2月13日から4月9日まで

　
泉南沖は、潮の流れが緩やかで

カニなどのエサも豊富
そのため、そこで獲れるタコは

「やらこてうまい」と評判なのです
「ほんとなの？」とお思いの方は
眼の前でとれたタコのおいしさを
ぜひ一度味わってみてください

泉南市では、弥生時代から現代まで
タコ壺漁が行われてきました
なかでも戎畑遺跡（樽井地区）では
鎌倉時代の「タコ壺づくりの村」がみつかっています
このような遺跡は世界的にも稀なものといえそうなのです
泉南市では、ほかにも男里遺跡や新伝寺遺跡など
「タコ壺づくりの村」が発掘調査で確認されているのです


